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◇会長　高橋　茂雄　
◇幹事　堀川　　明

◇クラブ会報委員会／委員長 木村　真純／副委員長 小松　政敏
／委　員 佐藤　重孝・長沼　章・矢部　一臣
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会長テーマ【真心をもって開かれたロータリー】
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œ司　会／奈良橋秋夫SAA

œ点　鐘／19時00分　高橋茂雄会長

œソング／我等の生業

œゲスト／牛窪栄吉様（2002ー3年度ＲＩ

第2570地区ガバナー・川越RC)

宮前洋一様（ガバナー補佐・秩父RC)
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高橋茂雄会長

本日は牛窪ガバナーの公式訪問例

会です。ガバナーと宮前ガバナー補

佐をご紹介致します。午後3時半に

根岸会長エレクトと堀川幹事がガバ

ナーを川越プリンスホテルまでお迎

えに行き無事埼玉グランドホテルへ到着され、先

程までガバナーおよびガバナー補佐と会長・幹事

の間で懇談が行われました。このあとガバナーよ

り卓話を頂戴いたしますが、その前にいくつかの

この1週間の出来事について報告いたします。

先週の例会後11月理事会が開かれましたが、

次年度役員指名委員会の委員5名について会長に人

選を一任されましたのでこの席で発表します。根岸

会員、高橋（政）会員、戸谷会員、中原会員、山

田会員の5名の方にお願いすることにしました。

12月第1週の年次総会に間に合う様に指名を進め

たいと思います。 本年度ロータリー財団の寄付

者についてはベネファクターを堀川会員、ポール

ハリスフェローを清水（由）会員がおうけになり

ました。 国際奉仕委員長より提案のあった識字

率向上プロジェクトについては、書き損じ葉書の

回収を昨年同様に本庄RC および自治会連合会と協

力してもらうこととしました。 10周年記念事業

についての基本構想を協議しましたが、時間の関

係上細部については12月の第1週に発表すること

としますが、本日は1点だけお願いをいたします。

クメール民俗教育センターの孤児たちへの支援物

資は整理と梱包の都合もありますので12月のクリ

スマス会の時に会場へ各会員が持ち寄っていただ

くことに決まりましたので宜しくお願いします。

ネパール就学里親制度（個人会員）への参加につ

いては服部国際奉仕委員長がすでに参加すること

になっておりますがさらに若干名の参加をお願い

します。これは年間8,600円・3年間で25,800円
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かかります。

11月7日(木) に上越新幹線本庄新駅設置募金活

動協議会より正式に募金の依頼がきております。

これについては次回の理事会にはかりたいと思い

ます。11月10日(日) の朝10時より本庄総合公園

で第13回ほんじょう緑化祭が開催されました。そ

の開会式の席上で茂木本庄市長より、当クラブが

総合公園内梅の園へ以前より行っていたくじゃく

草の植栽がこの度終了し、事業の完成を機会に10

月20日本庄市へ寄贈した功績を認められ感謝状を

授与されましたので報告いたします。風の強い寒

い朝でしたが、晴天のなか5名で式典に出席してき

ました。また同日の午後5時より竹並会員が土屋埼

玉県知事を本庄文化会館に招き県政報告会を開催

しましたが地区各種団体のひとつとして出席して

まいりました。たくさんの会員が出席されていた

様でご苦労さまでした。

本日は例会終了後、食事をしてからガバナーを

囲みクラブ協議会を3Ｆのロイヤルホールへ移動し

て行います。

次週の例会は芸術の秋ということで美里町在住

の洋画家の大木画伯（立斬会会長）に卓話をお願

いしてあります。また11月26日は親睦例会とな

りますが、英国出身で児玉小学校に勤務している

デール・ハリソンさんがクラブを訪問されること

になっておりますのでご期待ください。

堀川　明幹事

牛窪ガバナー、宮前ガバナー補佐

ようこそいらしゃいました。

今日PM2:20に車で根岸エレク

トと私で川越プリンスまでお迎えに

行き、PM4:15にグランドホテル

に無事到着いたしました。

○例会変更：深谷R.C、岡部R.C、寄居R.C

○会報：深谷R.C、岡部R.C

○ロータリー、ワールドが来て居りますので回覧

いたします。

牛窪栄吉ガバナー

【奉仕への機会】

奉仕に参加しなければ、誰も真の

ロータリー・マジックを体験しない

と申し上げる事ができます。

何年も昔、私が初めてロータリー

に入会した頃、私はロータリアンであることに誇

りを持っていました。会費はいつも遅れずに納め、

出席率は100％でした。ところが、後で考えてみ

ると、実際は1年以上、私は全く真のロータリアン

ではなかったのです。即ち、私はあらゆる「奉仕

の機会」を自ら避けていました。

クラブが、地元の母子家庭の少年達を連れて海

辺に行く計画をしていました。そして例会(水)で、

会長が会員に誰か行って欲しいと懇願しました。

会長は、お金ではなく、寄贈物資でもなく、私達

の協力が欲しかったのです。少年達を車で海辺ま

で連れて行き、そこで彼らと一日を過ごす事の出

来る会員が必要だったのです。しかし私は、会長

の要請に対し、頭も上げず、手も挙げず、この時

もまた、奉仕への呼びかけを避けることが出来たら

と思っていました。ところが、金曜日の夜になって

私のところに電話がかかりました。クラブの会長

からで、私はパニック状態でした。会員の参加予

定者の一人が最後の土壇場で、急に行けなくなっ

たということで、若し変わりが見つからないと、

何人かの少年が海辺に行けなくなり、がっかりする

ことになります。しかし、その頃の私にとっては、

仮に少年達ががっかりしたところで、どうという

こともなく、自分の週末の方が、もっと大事でした。

然し、クラブ創立間もない私達のクラブが、同じ街

の反対側にある、もっと歴史のある、ロータリー

クラブに対して、面目を失うようなことになって

欲しくなかったので、私はシブシブ手伝うことを

約束しました。こうした経緯で、私は翌日の朝、

私の貴重な土曜日を、喜びに胸を弾ませた少年達

と過ごしました。しかし、間もなく私は、その中

の一人の少年を不快に感じ始めました。他の少年

達も誰一人彼のことを好いていないのに気づくと、

そこで自分の気持ちを正当化出来ました。（やはり

そうなのかと）その少年は痩せていて、引き込み

思案で、一風変わっていました。ところが宿命とい

うか、運命というか、その少年は、私が気に入って

か、私にくっついて来るのです。私が振り向くと

何時もそこにいました。私は、彼があっちに行っ

て来れれば良いのに、そして一日が早く終わって

来れることを心の底から願っていました。しかし、

時が経つに連れ、私は何故この小さな少年が、私

の気に障るのか自問し始めました。すると浮かん

だ。この少年は私を必要としているのだ。自己中

心的な私の心の中で、一つの命を私が変えられる

だろうか。そして私は、何かをしたい人間は、言

い訳でなく手段を見つけ出すだけだと思い起こし
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ました。そこで私は、この少年にニーズを満たす

方法を見つけたいと考えました。簡単な事です。

二人乗りのカヌーを見つけたり、昼食時に、彼が

皆と何となく並べられるように良い場所を取って

あげたり、彼が少し奇妙で他の子と少し違うから

という理由で、のけ者にされないように気を配っ

てあげたりしました。あの手・この手を使って、

奉仕への参加を逃れようとしていた筈の私が、こ

の日が終わらなければ良いのにと願っている自分

に気付きました。私は生まれて初めて他人のため

に、何かをする喜びを実感しました。帰りの車の

中で、私はこの少年が一番前の隣の席に座るよう

にしました。それほど多くの言葉は交わしません

でしたが、私達二人は共に良い心地でした。到着

すると子供達は、自分の濡れた水着やタオルや服を

つかんで、家の中に入って行きました。しかし、

私の小さな友達は入りませんでした。彼と私は暗

がりの中に佇んでいました。暗かったのが幸いで

した。その時、彼が私の腕をきつく抱き締め「あ

なたが私のお父さんだったらいいのに」と言う、

小さな声が私の耳に届き、目が涙で潤むのを止め

られませんでしたが、誰にも見られなくてすみま

した。

私は、皆さん全員が奉仕に参加した喜びを体験

しておられることを積極的に参加された方は少な

いと思います。私達は皆、優れた指導者は手本に

よって導くと言うことを知っています。ですから、

今年は再び奉仕に参加する絶好の年です。

私がこの話をしたのは、もう一つの理由があり

ます。あのクラブの会長のことを考えて下さい。

彼がどのような思いを抱いていたか想像出来ます

か。金曜日の夜に私の自宅に電話をかけて嘆願し、

断られ、次の会員に電話をかけ、誰か見つかるま

で電話をかけ続けたのです。さて、何が彼にこの

強さを与えたのでしょう。それは、ロータリーを

信じる「こころ」です。この会長は、人々を参加

させることさえ出来れば、マジックが起きること

を知っていたのです。一人の子供によって、私の

人生は変わりました。自己中心的な人間の心を目

覚めさせるのに、幼い少年一人で十分だったので

す。奉仕への直接的参加を推進し、ロータリアン

が直接参加できる機会を支援して下さい。そして、

あなた自信も参加してく下さい。

ロータリーには見物席はないのです。

11/26 第422回／五 州 園／PM7:00 親睦例会

12/ 3 第423回／埼玉GH／PM7:00 定例理事会

12/10 第424回／埼玉GH／PM7:00

卓話　講師　竹並万吉会員

12/17 第425回／埼玉GH／PM7:00 クリスマス例会

高橋茂雄会長　牛窪ガバナー、宮前ガバナー補佐、

公式訪問ありがとうございました。

堀口　明幹事　　　　　　　〃

松本忠夫会員　　　　　　　〃

戸谷全克会員　　　　　　　〃

浅田　進会員　　　　　　　〃

清水正一会員　　　　　　　〃

中原秀夫会員　　　　　　　〃

星野泰雄会員　　　　　　　〃

根岸良行会員　　　　　　　〃

（3Ｆ ロイヤルホール）
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出 席 報 告

会員数

33名

出　席

26名

欠　席

7名

福島好正出席委員長

Ｍ.Ｕ

4名

出席率

90.9％

例 会 予 定

クラブ協議会
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